平成30年７月
ひよこキッズ保護者各位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　かもがわ幼稚園
地域子育て支援事業部
　　　　　　　　ひよこキッズ担当　清水千寿子 山田智香
ひよこだより　　９月号

ひよこキッズは、夏休みに入ります。４月からたくさんの親子さんに出会い、ママとお子さんの笑顔に何度も会うことができ嬉しく思っています。「私も絵本が好きになりました。」「子どもが“今日ようちえん行く？”って毎日言ってます。」など、うれしいお話も聞かせていただきました。小さな“たのしいな”をいっぱい感じてもらって“ひよこキッズ大好き！”と言っていただけるようにと願っています。９月もひよこキッズで会いましょう。
【９月のカレンダー】
	月
	火
	水
	木
	金

	３． G
親子で運動遊び
	４． H
親子で運動遊び
	５． A 
おりがみ遊び
	６． B 
おりがみ遊び
	７．　C 
  おりがみ遊び

	１０． Ｉ
親子で運動遊び
	１１．J
親子で運動遊び
	１２．K・L 

親子でスキンシップ
	1３．D　
  おりがみ遊び
	14．　E　
おりがみ遊び

	1７．
敬老の日（祝日）
	1８. 
	１９． A
親子で運動遊び
	20．B
親子で運動遊び
	21．  C　
親子で運動遊び

	24.

振替休日
	25.
	26. 
	27. D
親子で運動遊び
	28.  E
親子で運動遊び

	※12日（水）の0歳児クラス・たまごママに参加の方は、電話で申し込みを受け付けます。定員２０名(933-2273)

※妊娠などで長期でお休みされる方は電話でお知らせください。（行事のお土産、おやつなどの数の把握のため）なお、母体保
護で通常のひよこキッズはお休みするが行事だけは参加したい方！大歓迎ですので、園にご一報だけお願いします。


★7月2日現在の予定ですので、幼稚園の行事により日程が変更になる場合もあります。 （変更は園メールやＨＰでお知らせします）
　《持ち物》                                　　　
名札・シール帳・水筒・汗拭き ・親子とも動きやすい服装で お越しください          　　　　

・・・お願い・・・ 

・ひよこキッズで遊ぶ時は、必ず保護者の方がお子様の安全を見て下さい。
・傷害保険に加入していますが、保険の範囲外の責任は負えません。ご了承下さい。
・駐車場をご利用の際は、充分お気を付けいただき、歩く時は決してお子さんの手を離さないで下さい。

・ひよこルームには１０：２０から入っていただけます。（早くお越しになると、部屋が準備中のため、外でお待ちいただく場合が
あります）

・下のお子さんをお連れになる時は、抱っこひもやおんぶひもなどをご用意いただき、なるべくひよこキッズのお子さんと
たっぷり関われる時間になるようにご配慮ください。
☆☆親子で絵本を楽しみませんか？☆☆
「何歳くらいから絵本って読んであげればいいのでしょう？」良くある質問ですが、答えは、「いつから始めてもＯＫ！」です。視
力がだんだん出てくる生後6ヶ月の頃に文字の無い赤ちゃん絵本のページをめくりながらゆったりと語りかけるのもいいスタ
ートです。最初は淡い色の絵本よりも色のコントラストのはっきりしているものからスタートしてはどうでしょう？（例えばミッフィーちゃんなどは色がはっきりしていて黒いフチどりがほどこしてあり、インパクトがあり、赤ちゃんの眼に届きやすいです）

お座りができるようになったら、読み聞かせをスタートするというのもいいですね。お母さんの膝の上にお座りさせて、後ろか
ら包み込むように耳もとに語りかけてあげてください。最後まで読めなくて1ページだけで終わってしまっても大丈夫。まだまだそんな時期です。お膝の温かさの中で大好きなお母さんの声を聴かせてあげてください。“ストーリーを読む・聴く”よりも、“一緒の時間を過ごす・心を落ち着ける”が目的です。童謡の歌詞に合わせて絵を付けてある絵本も最初の絵本としておすすめで
す。ページをめくりながら、歌ってあげてください。

「何もしないで3歳になってしまいました。今からでは遅いでしょうか？」という質問にも「いつから始めてもＯＫですよ。」とお答えしています。お母さん自身が、これ面白そうとか、これ読んでやりたいなとか、子どもの頃見た記憶があると思った絵本をまず１冊。お膝の上にしようかな？寝る前に布団の上に寝っ転がって？どちらもＯＫでしょう。絵本を購入となると結構高額ですので図書館をどんどん利用しましょう。「えー？またその本を借りるの？」となったら、その本を買ってはいかがですか？絵本を、お勉強やしつけの道具にはしないでくださいね！読書嫌いな子になってしまいますよ。あくまでも、楽しい時間にしましょう。

お父さんの読み聞かせもおすすめです。お父さんの仕事がお休みの日に、お父さんが絵本を読んであげるのって素敵ですね。最初は、ぎこちなくてスラスラ読めなくても大丈夫。読んでいくうちに、すぐに慣れますよ。出てくる登場人物ごとに声色を変える必要なんてありません。いいテンポでゆっくり読んであげてください。せっかくのお父さんのチャレンジに、お母さんのアドバイスは必要ありません。おまかせしましょう。いつもお母さんに読んでもらう時は標準語だけど、お父さんは関西弁のイントネーションっていうだけでいつもの絵本が違うものになり大笑い！そんな体験のできる子どもってなんて幸せなことでしょう！次からこの本はお父さんに！ってリクエストがかかるかもしれませんね。
絵本の後ろに記してある○歳～○歳向けという表示はあくまでも出版社や作者の目安です。「２～３歳用って書いてあるけど、
ちょっと難しすぎるんじゃない？４歳か５歳になってやっと面白さがわかるようになるかも？」と感じる本も案外多いのです。親が「少し絵本の内容が赤ちゃんぽい？ページも少ないし・・・。」と感じても、見たことのあるものが出てくる絵本は子ども自身も安心でしょうし、字の少ないコンパクトな本なら、飽きずに集中して楽しめますね。長い文章の本を読んであげて、「もう!!ちゃんと聞きなさい！」なんて叱ってしまっては、親子でガッカリですね。文章がほとんど無くて0歳から４、５歳まで楽しめる絵本もたくさんありますよ。そういう本はイマジネーションがドンドン膨らむので、会話を楽しめます。
☆小さい時に親子で同じ物をみて一緒に心を動かされたり笑ったりする体験は大きくなってから取り戻そうにも取り戻せません。
この時期の、この時間を大切に・・。

　　
？？？ 何歳ごろから、字が読めますか？　幼稚園に入る前に読めないとだめですか ？？？
文字の読めない子どもは、絵に集中し、登場人物の細かい表情の変化なども敏感に気づきます。例えば「あれ？この女の
子。悲しいの？何が起こるのかな？（ドキドキ）」と絵から読み取るのです。でも文字が読めるようになると、目はどうしても文
章を追いかけてしまい、絵の小さな変化に気付けず、絵本の世界を楽しみにくくなってしまいます。早く文字を読めるように
頑張るよりも、文字を読める前にたくさんの絵本に触れさせてあげることが、集中力や読解力を身につけた心の豊かなお子
さんを育てることにつながるのではないでしょうか？ 自然に文字に興味を持つ３～４歳までは、ゆっくり文字の無い世界に
居させてあげましょう。　　　　（かもがわ幼稚園では年長組（５歳児）から鉛筆で文字を書く練習を開始します。ご参考までに）
